









































的な 1623 語彙から，定めたルールに則って基本となる 198 語彙を LS 標準語彙として採用
している。検討を重ね最終的には 218語彙の LS標準語彙を構築している。任意の行為分解
木を LS 標準語彙に置き換え,新たな達成方式の組み合わせを得て，人が思いつかないライ
フスタイルの発想にも結びつくことを示した。 
第五章では，結論と今後の展望について述べている。オントロジー工学に基づく行為分解
木は社会背景，文化背景，環境制約などライフスタイルに影響を与える暗黙的な要因と生活
シーンの行為の関係性を明示しライフスタイルの構造を示すことに有用であることを示し
ている。かつ，この手法を用いて抽出された中間ゴールは，異なるゴールを達成するための
行為が同じゴールを達成する場合があることや，ある行為が意図していたこととは異なる
ゴールも達成することも明示できるなどの利点があり，個人依存性などの課題はあるが部分
最適なライフスタイルではなく，全体最適なライフスタイルを検討することに資すると述べて
いる。また，行為分解木に使われている語彙を，領域によらない一貫性のある語彙として規
定した LS標準語彙に置き換えることで，計算機等によって同一のゴールを達成する方式を
検索し集約することができるとし,これは,時の経過や制約を越え，既に忘れられてしまっ
ている，あるいはその状況では発想し得なかった方式を見出す可能性を述べている。本研究
において提案された手法は，これまでオントロジー工学が応用されてきた分野とは異なる
ものであり，また，行為分解木と LS標準語彙という二つの成果をもって環境制約下におい
ても心豊かに暮らせるライフスタイルを実現するために必要な，技術やサービス，社会シス
テムなどの抽出及びマッチングや評価に資する手法となり得ることを明確にした。 
